











































































































































































































多少なりとも耕地D貸出 戸 実数 29戸 18戸
しまたは貸出し超過にな 数 割合 28.7% 17.3% 
っている農家 総貸付面積 489.029反 98.02国反
多少なりとも耕地を借入 71戸 49戸
れまたは借入超過になっ 数割合 70.3再 47.1% 
ている農家 総借入面積 412.328反 92.229反
な自作農［戸｜実数 l1戸 37戸
数割合 1.0% 35.6再




数｜割 数｜割戸 メ日入 戸 メMλ 
貸付地保有農家〈地主〕 27 26.7% 17 16.3% 
自 作 10 9.9 52 50.0 
自 作 28 27. 7 31 29.8 
自 作 23 22.8 3 2.9 
作 13 12.9 1 1.0 





























































































































































































































































3反未満 7 6 1 1 
3反以上～5反未満 7 4 3 2 
5 II ～S I 12 4 5 2 2 2 1 
8 H ～11 I 23 10 9 6 1 
11 II ～15 II 43 4 10 3 3 7 1 
15 II ～20 /1 11 1 3 1 2 





3反未満 3 3 2 
3反以上～5反未満 3 2 2 1 
5 H ～7. 5 I 11 3 5 6 7 3 
7 5 II ～10 II 9 3 5 4 
10 II ～15 I 23 1 11 10 1 
15 II ～20 II 9 8 1 
20反以上 2 2 
















3反未満 17 15 5 1 6 日
3反以上～5反未満 17 IO 8 1 11 6 
5 ＂～ 8 " 24 日 5 6 3 
8 H ～10 " 22 5 4 5 4 
10 " ～13 " 34 1 3 18 4 
13 " ～15 " 15 3 1 6 1 
15 ＂～ 20 " 18 1 2 7 1 
20反以上 7 1 2 














































































































































































第4表－A 経営規模別専兼業別農家数ー 一一川島 (1958年〉
経営規模別 ｜総農家戸数［専業農家｜準専業農家｜純正専業農家
3反未満 7 (100〕 7 (JOO) 
3反以上～5反未満 7 (JOO) 7 (100) 
5 ，，～S , 12 (100〕 3 (25〕 9 〔75)
8 ，，～11 II 23 (JOO〕 5 (22〕 2 (8) 16 〔70)
11 I ～15 II 43 (100〕 24〔56) 7 (16〕 12 〔28)
15 I ～20 II 11 (JOO〕 6 （日〕 4 (36) I (9〕
計 103 (JOO〕 35 (34) 16 (16) 52 〔50〕
第4表－B 経営規模別専兼業別農家戸数一一束光寺（1960年）
経営規模別 ｜総農家戸数｜専業農家｜準専業農家l純正兼業農家
3反未満 3 (100) 3 (100) 
3反以上～5反未満 3 (100〕 3 (100) 
5 H ～7. 5 II 11 (100) 3 (27〕 8 (73) 
7. 5 II ～10 II 9 (100) 1 (11) 5 (56〕 3 (33〕
IO II ～13 II 17 (100) 8 (47) 8 (47). 1 (6〕
13 II ～15 II 6 (100〕 1 (17〕 5 (83) 
15 I ～20 II 9〔100〕 2 (22) 7 (78) 
20反以上 2 (100〕 2 (100) 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































続柄別 兼経に業済な収っと入同て一いが農会る計家 兼経な業済っ収てと別入いが会る農計家に 計
世帯主 29 29 
あととり 28 28 
次三男 6 6 
娘 9 4 13 
主 婦 16 16 
その他 I I 2 





A B c D 明
世帯主 1' (17〕 5 (83〕 6 (100) 
あととり 2 (20〕 6 (60) 2 (20〕 IO (100) 
次三男 2 ( 6) 15 (44) 15 (44〕 2 ( 6〕 34 (100〕
娘 3 (14〕 3 (14) 9 (41〕 6 (27) 1 ( 4) 22 (100〕
そり他 1 (33〕 L〔33) 1 (34) 3 (100) 
























































































































































































































































































































































































































































世 帯 主 28 1 29 
あととり 26 2 28 
次 男 2 4 6 
娘 自 5 13 
主 婦 16 16 
そ り 他 1 1 2 
計 81 13 94 
第9表－B 続柄別兼業就業者と農作業と四関係一一束光寺（1960年〉
農繁期白み手伝う 日常つねに手伝う 全然手伝
続柄別 勤んでめを休 の日曜み祭〔B日〉 の日曜み祭c日〉I 毎かてら日勤帰CDめっ〉 計わない
(A〕
世帯主 1 4 3 8 
あととり 2 2 2 1 4 11 
次三男 2 14 6 13 35 
t誼 6 6 10 22 
そり他 1 1 1 1 4 
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ぞ静現につ在脱つ次麗あ第しる 業段農な生地のと考主産を要農手え 単財考産なえると 家戸専業別 るc〕 (D〕 (E〕 数
北 専業農家 30 8 1 27 12 39戸
準専業農家 12 3 12 3 15 
ι野 純正兼業農家 1 4 13 3 15 18 
野 専業農家 10 3 4 自 9 17 
準専業農家 5 1 3 5 4 9 
崎 純正兼業農家 2 24 4 22 26 
雀通上連り
専業農家 5 3 3 5 8 
準専業農家 1 1 1 

































































































































































農家 続柄別 他出時学歴 他出時年齢隔層別
義
経営規模別 あ 次 旧高小卒旧制中学卒
大学卒と 15歳～ 18歳2～1歳 22歳～戸数 と 男
娘 17歳 30歳
り 新制中学卒新制高校卒
3反未満 7 1 1 1 3 ( 1) 1 ( 1〕 2 3 
3反以上～5反未満 7 1 1 2 ( !) 2 ( 1〕 2 
5 ＂～ 8 ， 12 2 4 2 5 (2〕 3 2〔l〕 5 ( 1) 1 8 
自 H ～11 " 23 1 5 1 6 ( 1) 1 2 (!) 4 1 7 
11 " ～15 " 43 3 15 6 11 ( 5) 13 (!) 5 (5〕 10 ( 1〕 9 24 
15 ＂～ 20 " 11 1 5 1 3 4 ( 1) 4 ( 1) 3 7 
言｛ 103 8 31 12 30 (10) 21 ( 2) 。12 ( 9〕 25 (3〕 14 51 
第12表－A
（〕内の数は女子の数を現わす。r注〕
































































































































































































































































































































































































職 店 運 役方土 団鰭員公・
女 そ 計
転 の
員 人 員 手 雑 中 他
3反未満 1 1 1 3 
3反以上～5反未満 1 1 2 
5 If ～8 If 1 1 1 1 2 1 1 8 
8 H ～11 If 3 1 2 1 7 
11 H ～15 If 5 2 2 2 1 2 6 3 1 24 
15 If ～20 If 2 1 1 1 2 7 
計 12 3 5 7 4 4 7 5 4 51 
第四表－B 他出者の階層別他出前後の就業状況 東光寺 (1960年〉
経 他 他出時，他出後の職業 他出までの就業状況




他変出っEた寺にも職の場を者 務模 工 手
~!J 数 員 員 員 夫 員 学 伝 職同調の場 職異輔場の
5反未満 1 1 1 
5反以上～IO反未満 1 1 1 
10 I -13 If 2 2 1 1 
13反以上 8 1 1 5 1 3 5 
計 12 1 1 5 1 4 。1 4 5 2 
第四表 c 他出者自他出後の就業状況一一三鷹旧三部落




転運手調整そ 掃業清 商 運送業 業造閤 そ 計の 白員 人 員 他 店 他
'" 野 2 7 1 13 3 3 4 1 1 1 1 37 野 崎 2 6 1 3 1 2 4 2 21 
上連雀通り l 1 4 3 2 2 1 1 1 16 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 195昨！間年｜邸時 I i抑年 1 19印年｜
工業生産額 I6, 508, 2州民814,7351 7, 36広明日，420,2261瓜 7仏 498121,124日151
指数I 100 I 89 I 113 c10のI206 c1s2〕I257 c221)i 325 c2s1) 








































































就あのり〔農両業Aと者外）と あが脱〈他農Bと出と1）り望あが（就少Bと学未と2）旦常出就あが（農業Bと－業と3）にり 世が病（C老帯弱－主1齢〉 世が（C帯女－2主性〉模
~u 
3反以上～5反未満 4 2 
昭 5 II ～邑 II 1 3 1 1 
和 8 H ～11 II 2 5 4 
33 11 II ～14 II 1 2 2 2 1 
年 14 II ～17 II 2 
（ 17反以上~ 計 3 1 16 6 3 4 
3反以上～5反未満 1 2 3 
昭 5 I ～B II 2 4 4 1 
和 8 II ～11 II 2 2 4 1 
38 11 0 ～）4 II 7 3 5 1 
年 14 I ～17 II 
（ 17反以上1963 














準専業農家 専 業 農 家
就業（C〕｜ f副2議2叫耳目｜｜ 藍~議｜ メM益、世がに帯農就主業 娘，弟計 妹など計 計が農外 百十
(C-3〕 就業
1 7(100〕 。 。 7 
3 9 (75) 2 1 3 。 12 
5 16 (70〕 2 2 1 4 5(22) 23 
5 13〔33) 2 5 7 6 13 19〔49)39 
1 3 (30〕 1 1 2 2 3 5(50〕10 。 2 2 3 3〔60〕 5 
I 15 48 (50) 7 9 16 9 。 23 32(33) 95 
6(100) 。 。 & 
11 (73) 1 1 2 1 1 2(13) 15 
5 14 (78) 1 1 2 1 3(17〕18 
9 25 (63) 2 7 9 3 3 6(15) 40 
2 2 (17) 2 2 3 5 8(67〕12 。 1 1 2 2(67〕 3 








































































ことができる。すなわち，専業・準専業農家→ c3類→ B 3類→












1963年 兼業化 D 進行
純正兼業農家。類型別
農家戸数 深化｜不変｜後退
世帯主あととり両者兼業 (A類） 3 2 I 
世主兼業，あととり脱農 〔B-1) 4 3 I 
世主兼業幼少，あ，就と学と中り未出生， (B-2〕 16 8 6 2 
あととり兼業，世主老齢病弱（C-1) 13 10 I 2 
あととり兼業，世主女性 (C-2) 3 I 2 
世主兼業，あととり農業就業（B-3) 3 2 I 
あととり兼業，世主農業就業（C-3) 16 11 3 2 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































農 40 ， ， 
産
， ， 




売 20 20.3 
1958年と1963年とで大差が 額価 10 
昭和33年， ， 
ないが，経営耕地規模階層 2_q / 五4-, 







































0 3友～ 5反～ Bfi.・時／／瓦～ 14.反～ m司














































































































貸多少出なりとも土農地家を I 戸 数 29 (28. 7%) 18 (17. 3%) 
している 総貸付面積 489.029反 98.026反
多借入少なれりとも土農地家を I 戸 数 71 (70.3%〕 49〔47.1%)
ている 総借入面積 412.328反 92.229反
完全な自作農家戸数 1〔1.0%) 37 (35. 6%) 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































総農家 農よ3条地る法に 農よ4条地る法に陵｜は5条地る法に 解賃貸約借 賃権貸設借定 買固の有借入地受
経営規模別
戸数 増｜減 減減 増｜滅 増｜減 増
5反未満 7 5 3 2 1 
5反以上～10反未満 20 3 2 3 10 1 2 2 1 
10 ＂～ 15 " 23 11 3 1 14 2 3 2 
15 ＂～ 20 " 9 3 2 1 7 4 1 3 1 
20.反以上 2 2 2 1 1 1 






























1953年 8 5 ).826 2 2 1 1 1-203 
1954 5 4 2.200 5 5 s.902 3 3 6.207 
1955 6 6 2 700 2 2 ).314 2 ・2 1-629 
1956 ll 6 3.104 6 5 3.218 4 4 2-406 
1957 9 5 2.009 9 5 16-019 5 5 5-424 
1958 24 10 6.202 3 3 3-209 2 2 ).524 
1959 39 22 ll.626 7 7 ll.826 6 6 7-407 
c19月60まで〕 4 2 .919 2 2 1-909 2 1 1-909 
計 106 30. 726 36 48. 722 25 27.919 
る。これによると，農地法第5条に基づいて耕地を減少させた戸数も件数









者が前者の何倍にあたるかとい数字で示すと， 1953年が 4.3, 1954年が
1.0, 1955年0.8,1956年が 1.3, 1957年が 2.9,1958年が 2.0, 1959年が


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































数 専業1霊専トj、計 専判霊専い計 専封護専い、計
5反未満 6(7〕 1 5〔6〕
5反1以0反上未～満 20 3 3 3 1 3 4 1 2 2 7 
10反以15反上～未満 23 4 4 8 1 1 2 4 8 12 1 
15反2以0反上～未満
2 
9 2 4 6 1 2 
20反以上 2 2 2 























＼経＼営＼＼規増（世＼且隅~IJ ＼別＼ 北野 出I: 1: IIDI~ :1~1:1 警
5反未満 3 9 12 3 7 10 6 6 12 
5反以上～10反未満 10 6 17(1) 2 14 5 21 1 7 8 
10 ，，～15 II 6 20 28(2) 1 7 7 15 2 1 3 6 
15 II ～20 II 6 7 13 3 13 4 1 I 
20反以上 4 4 1 1 2 1 1 























































































































































































































































































































































































































































































作目別 作付農家戸数 販売農家戸数 ×JOO 販売農家戸数 ×100 総農家戸数 ×100 作付農家戸数 総農家戸数
水 稲 95% 89同 84同
大 麦
麦 85 
甘 藷 86 90 77 
野 菜 100 24 24 
タ，，コ 39 100 39 









































































































































































































































































































































































































































































































3反未満 7 7 
3反以上～5反未満 2 4 1 7 
5 グ～8 II 1 5 5 1 12 
8 H ～11 II 1 2 1 14 5 23 
11 H ～15 II 1 19 22 1 43 
15 II ～20 II 4 6 1 11 
計 11 11 8 34 31 7 1 103 
よっても左右される。また畜産の複合があまり農産物販売価額の大きさを





















版以上I10-13 I 5～10 15反未満l 盟主I10～131 計
稲 77！杉 65ヲ6 35% 33% 55% 13戸 11戸35 15 15 6 
麦
小大裸ピ － Jレ 麦
59 35 40 40 g 6 
88 47 45 17 55 I, 15 8 
類 6 6 5 5 1 5 2 
雑穀！とうもろこし 5 2 
藷薯 29 12 12 
仁
鈴 77 29 10 33 
6 5 3 
I そらめ 12 3 
洋菜類 花ピー野マ菜ン
6 5 3 
3 
レタス 5 2 
すなき ヵす、 41 35 30 32 
3 2 
果 u、 82 41 15 40 6 2 
う り 47 53 20 35 1 
卜 マ ト 71 47 15 38 2 
菜 メ ロ ン 41 18 15 22 
かましと くうぼろわカ2ちうら ゃしり
29 5 10 , 2 
6 6' 3 
類 6 ' ~＇ 6 
だいこんもう 100 100 50 73 17 17 根 ど。ま 82 53 15 43 11 6 
さとい 18 12 5 10 3 
菜 にんじん 6 18 10 l~ 1 1 かぷ 18 6 10 類 やまいヵも： 24 6 10 1 しょう 6 5 3 i＇＂つんi'f ぽ 71 35 5 32 T 1 葉 29 5 I 10 茎 6 '2 菜 41 12 15 20 1 6 5 3 
類 35 10 4 
6 2 







付けてある農家 ｜ 戦後になって作付け時家 専兼業別
5～iol議i計服叫ト131ト 101議｜計 霊長｜準専判専業
7戸 2戸 。; ~i 再 57% 92% 3 。 20 8 8 1 53 42 
9 1 。 67 58 
1 1 3 17 
1 。 3 一1 1 3 。 6 17 8 
2 3(2) 4 57 42 
1 2 7 
7 




5 16 17 43 50 
1 9 8 2 16 57 67 
2 3 8 2 19 6 50 50 
2 10 3 22 6 63 33 。 7 3 3 13 6 33 17 
1 3 4(1〕 1(1) 5 6 17 17 。 1 1 2 6 3 。 1 1 3 。 1 ~ 9~ 10~ 10 22 
3 3 6 63 58 
2 1 3 6 13 8 ' 
1 2 1 3 6 13 8 
1 2 6 17 8 
1 2 6 6 10 25 
2(1〕 3 7 3~ 5 2(1) 12 53 
6〔1〕 1 7 17 17 
1 3 
1 3 11 6 30 17 
1 1 1 7 
1(1) 3 6 13 主I




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































経営規 発動機 動力脱穀機動力籾摺機 精米機 動力耕運機 役牛
模別 書霊｜ μ 書室｜＃ 害調%＇
3反未満 1 14 ふI14 1 14 1 1・ 14 (1) ( 1〕 〔1)
3～5 II 3 43 3 43 （~） 43 2 29 ( 3) 〔3〕 (2〕
5～色’F 7 58 7 58 6 50 5 42 ( 6) (7〕 (6) (5〕
8～1111 19 83 20 ~~8〕 78 1〔717) 74 c2 1〕 9 6 26 〔18〕 (91) (19) 87 
11～15 II ~~7) 81 ~~8〕 91 41 95 ~~g〕 70 6 14 21 49 (100〕 (36) ( 3) 




















誌；： I ~ ~~：~ I ~；，~：；：； I ~ i：＇.：~ I ~%1 ~~，. I 1~アI ~~%1 



















































































































































































































































































































































































































































































































































The Process of Urbanization in the Tokyo 
M巴tropolitanArea and Changes in the 
Structure of Agriculture 
Shigeru Kobayashi 
197 
This monographic study aims to observe how the economic 
structure of agriculture has recently changed m the process of 
urbamzation of rural villages m Tokyo Metropolitan Area and 
to make a class1ficat10n of the change by the degree of urbani 
zat10n. 
The change to clarify m this study, therefore, 1s not the 
result developed by causes within the agricultural structure 
itself, but the products enforeed by certam extraneous factors, 
urban economy m other words The influence by urban 
economy will be differentiated firstly by economical distance 
from Metropolitan Tokyo and secondly by time processed. 
In this study, three villages were selected as object for in-
vestigation being different in economical distance from Tokyo, 
and two sets of di旺erenttimes were selected as interview 
period on the same object. The villages selected were Mutsu-
zawa Mura, Chiba Ken, the most remote rural district, Hino 
Machi, nearer place, and Mitaka Shi, the nearest place from 
Tokyo. The mterview surveys were made in Mutsuzawa Mura 
with same schedule m the different times, 1958 and 1963, and 
in Mitaka Shi in 1956 and 1962. 
By comparing and examing the results of the above ment10ned 
investigations, two types of analysis, stage development one 
and chronological one, are performed in this study for the 
process of urbamzation. 
